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行事予定  ※26 日～翌月 25 日までの予定を掲載しています 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定の行事が変更・中止となることがございます。 

 

月 日 行 事 内 容 場  所 時 間 

 26(土) 子ども土曜塾×室根図書館「星空観察会」 きらら天文台 18:45～21:30 

27(日) 東日本軟式野球大会２部 一関市予選 室根野球場  

28(月) 
健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 

文化史講座「室根の鉱山採掘の歴史について知

ろう～産金と製鉄～」第 2 回 
室根町内  9:00～15:00 

29(火) スマホ講習会 室根市民センター 
10:00～12:00 

14:00～15:00 

 3(日) 東日本軟式野球大会２部 一関市予選 室根野球場  

4(月) 健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 

10(日) 東日本軟式野球大会 1 部 一関市予選 室根野球場  

11(月) 健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 

17(日) 
東日本軟式野球大会 1 部 一関市予選 予備日 室根野球場  

18(月) 

19(火) 健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 

21(木) 成人教育「初心者カメラ教室」第１回 室根市民センター 10:00～12:00 

23(土) マツリバ行事プレイベント「悠久の時空」 曲ろくふれあいセンター 13:00～ 

25(月) 
健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 

文化史講座「室根の鉱山採掘の歴史について知

ろう～産金と製鉄～」第３回 
室根市民センター  ９:30～11:30 
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【編集後記】  
お盆も過ぎましたが、まだまだ暑い日が続いていますね。 

 新型コロナも５類になり、今年の夏は久々の帰省などで嬉しい再
会も多かったのではないでしょうか。各地で夏まつりやイベントな
ども復活し、酷暑、台風などもありましたが、子どもたちも楽しい思
い出がたくさん作れたのではと思います。室根では来年開催の「室
根神社特別大祭」に向け、夏が終わってもＰＲ活動はまだまだ続き
ます！皆さまのご協力、よろしくお願いいたします！  （Ｔ.Ｋ） 

ふ れ あ い

 

７
月
27
日(

木)

室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
土
曜
塾
で
は
、「
動
物
園

に
い
こ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
盛
岡
市
動
物
公
園
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
で
移
動
研
修

を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
30
度
を
超
え
る
猛
暑
日
の
中
で
の
研
修
で
し
た
が
、
16
名

（
１
・
２
年
生
保
護
者
含
む
）
が
参
加
し
、
ノ
ウ
サ
ギ
や
タ
ヌ
キ
、
二
ホ

ン
カ
モ
シ
カ
と
い
っ
た
里
山
の
よ
く
知
る
動
物
か
ら
、
ラ
イ
オ
ン
や
サ

イ
、
ア
メ
リ
カ
バ
イ
ソ
ン
な
ど
普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
多

く
の
動
物
た
ち
を
前
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
様
子
で
、
広
い
園
内
を
順
番

に
見
学
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

順
路
の
途
中
に
は
、
カ
ン
ガ
ル
ー
を
柵
内
で
間
近
に
見
ら
れ
る
エ
リ
ア

や
、
ヤ
ギ
や
ヒ
ツ
ジ
と
触
れ
合
え
る
エ
リ
ア
な
ど
が
あ
り
、
実
際
に
近
く

で
見
て
、
触
れ
て
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

帰
り
道
で
は
「
暑
く
て
疲
れ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
！
」
と
の
声
も
聞
か

れ
、
夏
の
思
い
出
と
な
る
移
動
研
修
に
な
り
ま
し
た
。 

 

９
月
23
日(

土)

む
ろ
ね
曲
ろ
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度

に
開
催
予
定
の
「
室
根
神
社
特
別
大
祭
」
を
盛
り
上
げ
る
「
マ
ツ
リ
バ
行
事
プ
レ

イ
ベ
ン
ト 

悠
久
の
時
空
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

当
日
は
室
根
・
熊
野
に
所
縁
の
あ
る
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
和
歌
山
県
出
身
の
落
語

家
熊
野
家
三
九
郎
さ
ん
や
ジ
ャ
ズ
奏
者
の
岩
見
淳
三
さ
ん
、
室
根
町
出
身
の
落
語

家
紫
亭
菊
助
さ
ん
に
よ
る
公
演
の
ほ
か
、
唐
桑
鮪
立
大
漁
唄
込
や
む
ろ
ね
南
流
太

鼓
の
披
露
も
あ
り
ま
す
。 

 

詳
細
は
別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

笑
い
あ
り
、
心
に
響
く
演
奏
あ
り
の
楽
し
い
時
間
で
、
大
祭
へ
の
気
持
ち
も
よ

り
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

 
 

8
月 

９
月 

見
学
し
た
動
物
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
に
も
挑
戦
！ 

動物とのふれあいも楽しい！ 

【
子
ど
も
土
曜
塾
】 

夏
の
思
い
出
！ 

動
物
園
で
移
動
研
修 
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詩 ～ふるさと むろねを 想う～  

短
歌 

～
佐
藤 

知
男 

選
～ 

川
柳 

～
内
田 

正
好 

選
～ 

俳
句 

～
村
上 
群
青 

選
～ 

文
芸
（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
） 

26

25

 

 「ふれあい」文芸コーナーでは、投稿作品を募集しています。毎月 25 日が締切りとなっておりますので、

郵送もしくは室根市民センターへ直接お持ちください。 

 選者による添削ののち、選ばれた句が翌号に掲載となります。【例：9/25 締切分→11/1発行号掲載】 

皆さんの投稿をお待ちしております！ 

声
よ
せ
て
紡
ぐ
指
揮
棒
夏
の
空 

草
の
蔭
胡
瓜
曲
り
て
か
く
れ
お
り 

折
壁 

佐
藤 

川
古 

 

星
月
夜
汽
車
の
音
す
る
め
が
ね
橋 

星
と
ぶ
夜
億
光
年
の
光
か
な 

名
月
や
去
年
と
同
じ
水
鏡 

 
 
 
 
 
 

折
壁 

小
山 

一
扇 

 

山
百
合
の
夢
に
誘
う
匂
い
か
な 

朝
霧
に
白
き
花
弁
の
濡
れ
て
お
り 

百
合
の
香
の
吾
に
絡
ま
る
夕
間
暮
れ 

 
 
 
 
 
 

折
壁 

雷 

風 

 

山
渓
に
音
の
高
ま
る
滝
し
ぶ
き 

 
 
 
 
 
 

津
谷
川 

三
浦 

安
幸 

 

汗
か
い
て
べ
そ
か
い
て
す
る
農
作
業 

眠
く
て
も
ト
マ
ト
を
運
ぶ
朝
仕
事 

矢
越 

加
藤 

光
春 

 

梅
雨
明
け
の
猛
暑
に
老
い
の
覚
悟
あ
り 

七
夕
や
お
や
つ
は
天
の
川
ゼ
リ
ー 

 
 
 
 
 
 

折
壁 

小
山 

す
ゑ 

 

《
選
者
詠
》 

夏
空
や
突
き
抜
け
て
ゆ
く
打
球
音 

朝
顔
の
妻
と
二
人
で
竹
タ
ワ
ー 

殿
様
の
終
焉
の
地
霊
気
あ
り 

 
 
 
 
 
 

矢
越 

尾
山 

与
太
郎 

 

い
つ
ぶ
り
か
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
汗
を
か
き 

い
つ
咲
く
の
朝
顔
開
花
が
待
ち
遠
し
い 

 
 
 
 
 
 

折
壁 

昭
和 

小
葉 

 

世
界
中
平
和
と
自
由
の
愛
咲
か
そ 

木
を
植
え
る
緑
化
事
業
の
第
一
歩 

逝
き
し
友
偲
ぶ
法
要
皆
涙 

 
 
 
 
 
 

矢
越 

加
藤 

光
春 

 

健
康
に
無
病
息
災
九
十
路 

 
 
 
 
 
 

津
谷
川 

三
浦 

安
幸 

  

《
選
者
詠
》 

四
年
ぶ
り
孫
高
校
生
ハ
グ
で
き
ず 

 

今
年
も
、
９
月
～
10
月
に
か
け
て
京
佛
師
の

石
川
昇
明
さ
ん
（
大
東
町
在
住
）
を
講
師
に
迎

え
た
「
一
刀
彫
教
室
」
と
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ

ー
の
遠
藤
凌
平
さ
ん
（
室
根
町
在
住
）
を
講
師

に
迎
え
た
「
初
心
者
カ
メ
ラ
教
室
」「
ス
マ
ホ
写

真
教
室
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

一
刀
彫
で
は
、
福
を
呼
ぶ
縁
起
物
と
し
て
、

来
年
の
干
支
「
辰
」
を
制
作
し
ま
す
。 

 

「
彫
刻
は
初
め
て
」
と
い
う
方
で
も
、
彫
り

方
の
基
礎
か
ら
教
え
て
も
ら
え
る
の
で
、
縁
起

物
の
干
支
制
作
を
通
し
て
楽
し
く
彫
刻
を
学

び
ま
し
ょ
う
！ 

 

写
真
教
室
で
は
、
撮
影
時
の
基
本
的
な
操
作

の
仕
方
や
構
図
に
つ
い
て
、
効
果
的
な
撮
影
方

法
な
ど
を
実
際
に
撮
影
し
て
み
な
が
ら
学
び

ま
す
。 

 

両
教
室
と
も
、
詳
細
は
別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
（
☎
：
６

４-

２
３
４
７
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

◎
受
付
期
間
◎ 

《
一
刀
彫
教
室
》
９
月
１
日(
金)
～
８
日(

金) 

《
初
心
者
カ
メ
ラ
・
ス
マ
ホ
写
真
教
室
》 

 
 

 
 

 
 

 

９
月
１
日(

金)

～
14
日(
木) 

 

っ
て
い
る
採
取
道
具
に
も
触
れ
て

お
話
し
い
た
だ
き
、
第
２
部
で
は
、

趣
味
で
砂
金
採
取
を
行
っ
て
い
る

方
を
特
別
講
師
と
し
て
、
室
根
を

含
め
、
各
地
で
採
取
し
た
実
物
の

砂
金
を
見
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。 

参
加
し
た
25
名
は
、
産
金
の
基

礎
知
識
を
含
め
、
実
物
の
道
具
や

砂
金
に
興
味
津
々
の
様
子
で
、
次

回
以
降
の
講
座
に
意
欲
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
次
回
第
２
回
は
室
根

町
内
に
あ
る
鉱
山
・
坑
道
跡
な
ど

を
数
か
所
視
察
し
、
第
３
回
で
は

製
鉄
に
つ
い
て
を
中
心
に
学
ん
で

い
く
予
定
で
す
。 

▲市文化財(砂金採取道具)に触れて説明を聞く

受講者。 

７
月
24
日(

月)

に
文
化
史
講
座
「
室
根
の
鉱

山
採
掘
の
歴
史
に
つ
い
て
知
ろ
う
～
産
金
と

製
鉄
～
（
全
３
回
）
」
の
第
１
回
目
を
、
曲
ろ
く

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

講
師
に
は
、
一
関
市
教
育
委
員
会
文
化
財
調

査
研
究
員
の
畠
山
篤
雄
氏
を
お
呼
び
し
、
今
回

は
室
根
の
産
金
を
中
心
に
２
部
構
成
で
お
話

し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
１
部
で
は
、
全
国
的
な
産
金
の
手
法
や
器
具

に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
後
、
室
根
で

の
砂
金
採
取
の
方
法
に
つ
い
て
、
文
化
財
と
な 

９
・

 

室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
青
年
ふ
れ
あ

い
塾
で
は
、
９
月
18
日
の
敬
老
の
日

に
ち
な
み
、
室
根
地
域
に
お
住
い
の

88
歳
を
迎
え
る
方
へ
、
お
祝
い
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、
米
寿
の
祝
い
色

で
あ
る
黄
色
を
基
調
と
し
た
手
作
り

リ
ー
ス
を
差
し
上
げ
ま
す
！ 

対
象
は
昭
和
10
年
４
月
１
日
～

昭
和
11
年
３
月
末
日
生
ま
れ
の
方

と
な
り
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ご
希

望
の
方
は
、
生
年
月
日
を
証
明
で
き

る
も
の
を
ご
用
意
の
上
、
室
根
市
民

セ
ン
タ
ー
（
☎
：
６
４-

２
３
４
７
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

旨
い
物
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
の
が 

 
 
 
 
 

何
よ
り
勝
る
幸
せ
な
事 

 

戦
争
を
な
ぜ
す
る
ん
だ
ろ
世
界
中 

 
 
 
 
 

共
存
共
栄
そ
れ
が
一
番 

 
 
 
 
 
 
 

矢
越 

加
藤 

光
春 

 

遠
望
の
大
海
原
は
太
平
洋 

 
 
 
 
 

磯
の
香
の
立
つ
白
波
躍
る 

 

春
耕
に
腰
の
痛
さ
も
何
の
そ
の 

 
 
 
 
 

秋
の
豊
穣
夢
の
楽
し
さ 

 
 
 
 
 
 
 

津
谷
川 

三
浦 

安
幸 

 

蜩
は
夕
に
お
疲
れ
朝

あ
し
た

に
は 

 
 
 
 
 

今
日
も
暑
い
と
唄
い
け
る
な
り 

 
 
 
 
 
 
 

折
壁 

雷 
 

風 

 

鮮
や
か
な
緑
を
見
せ
て
雑
草
の 

 
 
 
 
 

は
び
こ
る
畑
に
今
日
も
佇
む 

 

さ
ざ
波
の
果
て
に
朱
色
の
水
平
線 

 
 
 
 
 

日
は
坦
々
と
明
日
へ
の
道
へ 

 

選
者
詠 

佇
み
て

眼
ま
な
こ

閉
づ
れ
ば
風
が
見
え 

 
 
 
 
 

淋
し
さ
と
ふ
も
の
頬
を
撫
で
ゆ
く 

 

露
天
湯
に
病
葉
浮
き
て
揺
れ
て
を
り 

 
 
 
 
 

癒
ゆ
る
こ
と
な
き
傷
を
ひ
た
し
て 

 

【青年ふれあい塾】 

米寿の皆さんへ 

プレゼントをお届け！ 
室根町出身で現在は他県へお住いのピー子さんより寄

せられた詩をご紹介しています。※自筆のまま掲載。 


